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ヴ ァ ジ ュ ラ(Vajra/金剛 杵)の 形 態 に つ い て の考 察
日本 のかたち,ア ジアのカタチ ー
鳥越和美
サンスクリット語でヴァジュラ(Vajra)
は雷霆,雷電の意味があり,中国で 「跋折羅」
と音写され,後 に 「金剛杵」 と漢訳された。
金剛杵には独鈷杵,三鈷杵,五 鈷杵 という呼
称 もあり,鈷とは仏教用語で 「インド古代の
武器,護 身用の武器」を示す。一般的に金剛
杵はインドの古代の武器が祖型であると理解
されている。
本稿では漢字を使う文化圏のものを金剛杵,
インドや西域,そ の他のアジアのものをヴァ
ジュラと呼ぶこととする。 日本の金剛杵は,
密教の法具や修験道行者の持ち物として,仏
像の帝釈天像,金 剛力士像(仁 王像)な どの
持物(神 のはたらきを象徴するAttribute)
として,曼 荼羅の中にも諸尊の持物や三昧耶
形として描かれる。ヴァジュラはアジアの国々
でも見られるが,形態は地域や文化により様々
で,そ の伝播と表現様式の多様さをわれわれ
に示 している。
ヴァジュラはヴェーダ時代に歴史上初めて
文献 に現れ,『リグ ・ヴェーダ』 に 「無尽蔵
の武器」「稲妻」 として巨大な破壊のエネル
ギーが讃えられる。それは天帝イ ンドラの武
器で,技工神が聖仙の骨から作ったとされ,
旱魃を起こす悪龍を全滅させる。パー リー語
の文献で,ヒ ラ(ダイァモンド)はヴァジュ
ラと同義語で,そ の漢訳が 「金剛」とされた。
他のアジアの国々でも雷神の姿に,古代人
が天空神を恐れ敬い,雨を乞い,豊穣を祈願
する儀礼や祈 りを捧げたことを知 る。 ヒッタ
イ ト,バビロニア,ア ッシリアの雷神は,轟
音 と破壊力を象徴するハ ンマーや斧と稲光 り
の束を手にしていると考え られた。中国では
漢代画像石の雷帝は,馬車に乗り槌で ドラを
打ち,風神 と稲光 りの矢を放つ従者と共に描
かれ,敦煌の天井画には,有翼の鬼神の姿で
連太鼓を背負う雷神が描かれている。日本で
は連太鼓 と鉄亜鈴型の桴を握る姿である。
イン ド北部のヴァジュラを分類 し,年代順
に並べると 〈メダリオン式〉〈サ ンチー式〉
はBC2C～BC4Cま で,〈骨型〉は2～
3Cのガ ンダーラに,〈開鈷式〉〈鉄亜鈴また
は独鈷杵型〉〈閉鈷式〉 は2C以 後仏教,ヒ
ンドゥ教,ジ ャイナ教寺院に見られる。
〈骨型〉で最初のヴァジュラは,ガ ンダー
ラのインドラのものである。仏伝図 「アパラー
ラ龍王の帰依」の場面で,洪水を起こす龍王
をブッダが従者ヴァジュラパニに命じヴァジュ
ラで山腹を叩かせ,龍王に説法 し帰依させ,
洪水を鎮めたという説話がある。インドラが
悪龍を退治 した伝説が,仏教的に転換 したも
のと思われる。〈骨型〉はアフガニスタ ン,
ハ ッダの寺院で も見られ,ギ リシャ神話のヘ
ラクレスのヴァジュラパニ像がある。また新
疆ウイグル自治区のクチャのキジル千仏洞の
ヴァジュラパニは,装飾的な 〈骨型〉を持っ
ている。 この形が手杵に似ているため,「跋
折羅」の漢訳は 「金剛杵」つまり金剛石の杵
となったと思われる。
故栂尾祥雲先生は 「金剛薩唾の前身として
の金剛手の研究」で,金 剛手(ヴ ァジュラパ
ニ)が 経典中どう金剛薩唾菩薩に変遷 したか
を示 している。そこでヴァジュラは外敵に対
する武器か ら,金剛石のように不壊の心で,
煩悩(心 中の敵)を 打ち砕 く武器になった。
また鈷には古代の護身用武器の意味がある
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が,イ ンド考古局の報告ではヴァジュラに似
た出土品はないとされている。漢字の鈷は
「金偏」と 「古(い にしえ)」から成ってお り,
「古」は 「口」の部分(サ イ)と 「十」は楯
(タテ)か ら,「サイ」は神に捧げる祝の言葉
を入れる器で,「タテ」は器を蓋 し護 る神聖
な意味がある。よって鈷は古代の武器という
より呪器の意味合いを含むと私は考える。 そ
の鈷を持つヴァジュラは 〈開鈷式〉〈鉄亜鈴
型または独鈷杵〉〈閉鈷式〉で,2C～16C
にかけて見られ,5C以 降 〈閉鈷式〉の作例
が多 くなっている。
日本には8Cの 雑密の金剛杵 と鐃(金 剛鈴
の古形)が あり,後のものと異なる形態であ
り,その伝来は不祥である。これをインド北
部のヴァジュラの形と照合すると,鐃の鈷は
インド北西部のヒンドゥ教寺院にあるインド
ラ像の形態によく似ていることがわかった。
阪田宗彦著 『密教法具』では金剛杵を構成
する部分を以下に名付けている。鈷の部分 を
1)中鈷と2)脇鈷,握 りの装飾の部分を3)
鬼目と4)連弁飾 り5)紐 または三線とし,
さらに鈷の根元に龍 口(龍の口),獅子噛み,
鬼面をほどこしたものもある。
鬼目には,僻 邪や修行をさまたげる煩悩を
退ける願いが込められている。連弁飾 りは,
蓮が泥中でも清らかな花を咲かせる様子から
蓮華化生の信仰が生まれ,蓮 上に聖なるもの
が現われることを象徴する。獅噛みから鈷が
伸び出しているのは,杉浦康平著 『日本のか
たち,ア ジアのカタチ』に,この獣面は 「彼
らの口はむしろ腕を吐き,胴を生み出そうと
して開かれているのではないだろうか。力あ
るものの(吐 出)こ そ,獣面の聖獣たちが果
たすべきもう一つの重要な役割ではないのだ
ろうか。」 とあ り,獅噛みは武器の威力が増
すようにとの願いが込められた装飾である。
イ ンドのヴァジュラには柄の形態にも数種
の類型があり,1)紐 で中央を束ねたもの,
2)球形のもの,3)柄 が長いもの,4)柄
が短いもの,5)中 央がくびれただけのもの
である。 日本の鬼 目,連弁,獅 噛みはないが,
鈷の根元を束ねる紐や数珠の装飾がある。チ
ベ ットのものは柄に球 と蓮弁があり,鈷は植
物やマカラ魚の口から吐出される渦の形のも
の もある。インドネシアの仏教遺跡か ら10～
16Cの〈開鈷式〉と9Cの 〈閉鈷式〉のもの
が出土 した。中央の球に鬼 目があり,〈開鈷
式〉の根元は赤蓮華の形を,〈閉鈷式〉は青
蓮華の形をしている。鈷の根元には獣面が刻
まれている。このように時代と地域により様々
な様式の差異がみられると同時に,共通 して
みられるのは鈷が天地両方についていること
である。
チベット,ラサにあるポタラ宮殿の秘密集
会立体マンダラの基壇部分には,ク ロスヴァ
ジュラ(羯磨金剛杵)が 配されている。これ
は地下世界からの魔力を排除 し,聖なる楼閣
が顕われる場を結界する役割をしている。 こ
の考え方は絵画のマンダラにもあり,四門上
のマカラアーチは,真上から見たクロスヴァ
ジュラの鈷である。 日本の胎蔵界曼荼羅の中
台八葉院には蓮弁の間に金剛杵の鈷が見える。
仏が顕現する聖なる場の下に巨大なヴァジュ
ラが観想され,魔 的な力を浄めるという考え
がこの図像の中に反映されているのである。
ヴァジュラが実用の武器であるかどうかは
さておき,両方に鈷の切先がついた形状は,
宗教学者M.エリアーデの 「古代人の宇宙観」
を想起させる。古代人の心性に三界をつらぬ
く宇宙の中心軸があることを,そ の宇宙軸は
様々なところに現れることを柱立ての儀礼,
生命の樹のシンボ リズム,仏塔の心柱などに
見出した。私は稲妻を象 り,切先を天と地の
両方に伸ばしたヴァジュラの形態にも宇宙軸
が見出せると考える。
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